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ふるさと奈良の集い
県産食材に舌鼓
　首都圏在住の県出身者やゆかりの人たちが交流する「平成29年度ふるさと奈良の集い」（主催・県、東京奈
良県人会）が平成29年11月8日（金）午後6時半から、東京都品川区の東京マリオットホテルで開催された。県
人会会員を中心に県選出国会議員や県会議員、各首長らが参加、約260人が集まった。
　冒頭、荒井正吾知事はリニア中央新幹線や平城宮跡の整備、来
年迎える興福寺中金堂の落慶行事など県内の動きを報告。「奈良の
食材をふんだんに使った料理を食べながら交流を深めてほしい」とあ
いさつした。続いて柗本俊洋東京奈良県人会会長は「昨年より参加
者が大幅に増えてうれしい。より多くの仲間を作ってもらい有意義な時
間にしてほしい」と笑顔で話した。
　振舞われた食事は、大和野菜や大和牛、大和肉鶏などを使ったフ
レンチをはじめ、柿や大和茶を活かしたデザートなど県産食材がふん
だんに使われた。参加者は地酒と共にアレンジされた古里の味に舌鼓
を打った。
　途中、川上村産の吉野スギを用いて製作されたバイオリンを宇陀
市出身のヴァイオリニスト内田果樹さんが演奏し会場を盛り上げた。

若手の会  大忘年会（第21回例会）
恒例の大忘年会
　若手の会大忘年会（第21回例会）が県人会参与会メンバーをお招きし平成29年12月1日（金）午後7時から
東京都千代田区大手町のパソナグループ本部「ＪＯＢ ＨＵＢ ＳＱＵＡＲＥ」で開催。会員をはじめ県人会会員ら約
70人が参加した。
　冒頭、柗本俊洋会長は「県人会は若手の会に支えられている。今後も若い力で県人会を盛り上げてほしい」
とあいさつ。続いて奈良まほろば館の小川友文さんが奈良の冬の観光情報を紹介した。奈良市出身で会場を提
供したパソナグループの中尾慎太郎常務執行役員が乾杯の音頭を取り、スタートした。
　会員らは名刺を交換しながら互いの近況や古里の話題に盛り上がった。途中、奈良新聞社東京支社の矢部
創記者による「今年の奈良県10大ニュース」の発表や、豪華景品が当たるクジ引き大会、初参加者の自己紹介
が行われた。最後に「県民の歌」を全員で合唱し閉会した。
　参加者には奈良県産のカブやサトイモなどの野菜セットが土産として配られ、参加者は嬉しそうに持ち帰った。
　2次会は日本橋にある奈良食材の居酒屋「あをによし」に場所を移し、夜が更けるのも忘れて杯を交わした。

開会のあいさつに立つ荒井正吾知事
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「県民の歌」を合唱 お土産で配られた奈良の野菜セット


